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Ⅰ 調査の概要 
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１．調査の目的                 

平成 24 年 8 月に「子ども・子育て関連 3 法」が成立したことを受け、幼児期の教育・保育や、

地域の子ども・子育て支援を総合的に推進するための「子ども・子育て支援新制度」が、平成 27

年度にスタートする予定です。 

瑞穂町では、新たな制度の下で、質の高い幼児期の教育・保育の提供、待機児童の解消や地域

の子育て支援事業の充実を図るために、５年間を一期とする新たな「子ども・子育て支援事業計

画」を策定します。 

この調査は、子育て中の町民の方を対象にご意見をお聞きし、皆様の教育・保育や子育て支援

に関する「現在の利用状況」や「今後の利用希望」、ご意見などを把握することを目的として実施

しました。調査結果は、今後の町の子ども・子育て支援施策を検討するための重要な基礎資料と

なります。 

 

 

２．調査の概要                 

〔調査期間〕 平成 25 年 12 月 5 日～23 日 

〔調査地域〕 瑞穂町内全域 

〔調査対象〕  

（1）未就学児保護者調査  町内在住の 0 歳～6 歳の未就学児童の保護者（全世帯） 

（2）小学生保護者調査   町内在住の小学 1 年生～6 年生児童の保護者（無作為抽出） 

〔調査方法〕 

 対象者を抽出し、保護者の方にアンケート調査の協力を依頼。郵送にて調査票を配布・回収。 

 

調査種類 配布数 回収数 回収率 

未就学児保護者調査 1,243 547 44.0％

小学生保護者調査 1,000 479 47.9％

合計 2,243 1,026 45.7％

 

 

３．報告書の注意点               

●回答結果の割合「％」は、それぞれの回答数の割合を小数点第 2 位で四捨五入し、小数点第 1

位までを表記しています。そのため、単数回答方式（複数の選択肢から 1 つの選択肢を選ぶ方

式）であっても、合計値が 100.0％にならない場合があります。 

●複数回答方式（複数の選択肢から 2 つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、各選択肢の割

合の合計が 100.0％を超える場合があります。 

●図表中において「無回答」とあるものは、回答が示されていないものです。 

●図表中において「N」は有効回答数、「SA」は単数回答方式、「MA」は複数回答方式、「数量」

は数量回答方式を表しています。 
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●調査結果の比率から母集団の傾向を推測する際には、統計上の誤差（標本誤差）を考慮 

に入れる必要があります。本調査における各回答比率での標本誤差は、下記の早見表の 

 とおりです。例えば回答者総数（547人）を100％とする比率で、ある質問の回答が50％の

とき、瑞穂町全体のその質問に対する回答の割合は、本当は45.7％～54.3％の間にあると考

えてよいことになります。 

 

標本誤差の算出式（ただし、信頼度を95％とする。） 

 

         Ｎ－ｎ   Ｐ（１－Ｐ） 

ｂ＝±２      × 

         Ｎ－１     ｎ 

（ｂ＝標本誤差、Ｎ＝母集団数、ｎ＝比率算出の基数［サンプル数］、Ｐ＝回答比率） 

 

各回答比率における標本誤差早見表 

回答比率（Ｐ） 

 

基数(ｎ) 

10％ 

または 

90％前後 

20％ 

または 

80％前後 

30％ 

または 

70％前後 

40％ 

または 

60％前後 

 

50％前後 

547人 ±2.6％ ±3.9％ ±3.9％ ±4.2％ ±4.3％ 

500 ±2.7％ ±3.6％ ±4.1％ ±4.4％ ±4.5％ 

479 ±2.7％ ±3.6％ ±4.1％ ±4.4％ ±4.5％ 

250 ±3.8％ ±5.1％ ±5.8％ ±6.2％ ±6.3％ 

100 ±6.0％ ±8.0％ ±9.2％ ±9.8％ ±10.0％ 

50 ±8.5％ ±11.3％ ±13.0％ ±13.9％ ±14.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

Ⅱ 未就学児保護者調査結果 
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1-1 子どもの年齢                                

問１ お子さんの生年月をご記入ください。（数字は一枠に一字） 

回答者の子どもの年齢は「１歳」が 19.4％、次いで「2 歳」が 16.6％、「0 歳」が 16.1％、「3

歳」が 15.4％、「5 歳」が 12.1％となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-2 調査票の回答者                                

問2 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。 

調査票の回答者は「母親」が 90.7％と 9 割以上を占め、「父親」が 8.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-3 回答者 配偶者の有無                              

問3 この調査票にご回答いただいている方の配偶者の有無についてお答えください。（○は１つ） 

回答者の配偶関係については、「配偶者がいる」が 89.9％、「配偶者はいない」が 8.8％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

  

１．子どもと家族の状況 
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1-4 子育てを主に行っている人                            

問4 お子さんの家庭での子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係で

お答えください。（○は１つ） 

子育てを主に行っているのは「父母ともに」が 51.9％で「主に母親」が 44.8％と、半数以上の家

庭で父親も育児に参加していると言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-5 住んでいる学校区                                

問5 お住まいの学校区はどちらですか。（○は１つ） 

住んでいる学校区は、「第四小学校区」が 23.0％と最も多く、次いで「第一小学校区」が 21.8％、

「第三小学校区」が 19.9％、「第二小学校区」が 16.8％、「第五小学校区」が 13.3％となっていま

す。 

問 5 住んでいる学校区 (SA) N=547 

学区  人数 ％ 

第一小学校区 

西砂町、表東町、表上町、上仲町、旭町（ただし、石畑 2255 番地から

東の地区を除く。）、東一丁目、西一丁目、二丁目、東三丁目、中三丁

目、四丁目、五丁目、六丁目、七丁目、八丁目、九丁目の区域 

119 21.8

第二小学校区 
長岡町、東長岡町、春日町、愛宕町、水保町、西三丁目（ただし、箱根

ケ崎東松原 13 番地 12 から南及び西南の地区を除く。）の区域 
92 16.8

第三小学校区 二本木町、駒形町、高根町、富士山町、栗原町、松山町の区域 109 19.9

第四小学校区 
西三丁目のうち箱根ケ崎東松原 13 番地 12 から南及び西南の地区、松

原町、南平町、旭が丘、さかえ町、富士見町の区域 
126 23.0

第五小学校区 
安住町、表町、仲町、中芝町、東砂町、丸町、神明町の区域、旭町のう

ち石畑 2255 番地から東の地区 
73 13.3

わからない 21 3.8

無回答 7 1.3
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1-6 回答者 瑞穂町での在住年数                           

問6 この調査にご回答いただいている方は、瑞穂町に通算で何年お住まいですか。（○は１つ） 

町での在住年数は、「１年～５年」が 31.3％と最も多く、町に住み始めて 10 年以内の人が約 6 割

となっています。一方、「21 年以上」長く町に住んでいる人も 26.7％と、全体の約４分の１を占め

ています。 
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２-1 保護者の就労状況                                

問７ お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてお答えください。（○は１つ）

〔1〕保護者の現在の就労状況 

保護者の現在の就労状況は、母親は「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 40.5％

と最も多く、次いで「パート・アルバイト等で就労中である」が 26.5％、「フルタイムで就労中であ

る」が 18.8％となっています。 

父親は「フルタイムで就労中である」が 87.3％と、回答者の大半を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「フルタイム」…週５日程度・１日８時間程度の就労。「パート・アルバイト等」…フルタイム以外の就労。 

  

２．保護者の就労状況 
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【① 母親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

【② 父親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

①-1 ②-1 １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間含む）」、「家を出る時間」及び

「帰宅時間」をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。

産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。必ず、時間は24時間制でご

記入ください。（数字は一枠に一字） 

〔2〕1 週あたりの就労日数 

１週あたりの就労日数は、父母ともに「５日」が最も多く、母親は 54.1％、父親は 57.0％となっ

ています。また、父親は「6 日」の 37.2％、「7 日」の 1.6％を合わせると、４割近くの人が週６日

以上就労していると答えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔3〕1 日あたりの就労時間（残業時間含む） 

残業時間を含めた１日あたりの就労時間は、父母ともに「８時間」が最も多く、母親は 28.6％、

父親は 25.3％となっています。次いで母親は「６時間」が 16.6％、「７時間」が 14.8％と続きます。

父親は「10 時間」が 23.3％、「９時間」が 12.8％と大多数が 8 時間以上の就労時間となっていま

す。 
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〔4〕家を出る時間 

家を出る時間は、母親は「８時台」が 47.3％と最も多く、「７時台」が 25.1％、「9 時台」が 13.1％

となっています。父親は「７時台」が 37.2％と最も多く、「8 時台」が 21.4％、「6 時台」が 17.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔5〕帰宅時間 

帰宅時間は、母親は「17 時台」の 26.9％、「18 時台」の 26.5％で半数以上を占めています。父

親は母親よりも全体的に遅く、「19 時台」が 22.3％と最も多く、20 時台以降に帰宅する人が 3 割

以上となっています。 
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【① 母親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

【② 父親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

①-2 ②-2 職場はどこにありますか。（○は１つ） 

〔6〕職場の所在地 

 勤務地については、父母ともに「町外」が最も多く、母親は 56.2％、父親は 69.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2 フルタイムへの転換希望                             

【問7の①母親の就労状況または②父親の就労状況で「３」または「４」（パート・アルバイト等（「フルタイム」

以外での就労）を選択した方にうかがいます】 

問8 フルタイム（週5日程度・1日8時間程度の就労）への転換希望はありますか。（○は１つ） 

現在の就労状況を踏まえ、母親は「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」する人が

50.3％と半数を占めています。一方、実現できる見込みのあるなしに関わらず、約３割の人が「フル

タイムへの転換」を希望しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※父親は「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」「パート・アルバイト等の就労を続け

ることを希望」にそれぞれ１名の回答がありました。〔グラフ省略〕 
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2-3 現在就労していない親 就労の希望                         

【問７の①母親の就労状況または②父親の就労状況で「５」または「６」（以前は就労していたが、現在は就労し

ていない、またはこれまで就労したことがない）を選択した方にうかがいます】 

問9 就労したいという希望はありますか。（あてはまる番号・記号に○は１つ。また数字は一枠に一字） 

〔1〕就労の希望 

現在就労していない人について、母親は「一番下の子どもが○○歳になったころに就労したい」と

希望する人が 37.2％と最も多く、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」の 20.1％と合わ

せると、半数以上が就労したいという希望があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※父親は「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」に 6 名の回答がありました。〔グラフ省略〕 

 

〔2〕就労の希望時期 一番下の子どもの年齢 

一番下の子どもがいくつになったら就労したいかについては、「３歳」が 26.4％と最も多く、次い

で「４歳」が 16.1％、「１歳」「２歳」がそれぞれ 10.3％と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔3〕希望する就労形態 

勤務形態については、「パートタイム、アルバイト等」が 81.3％と多くの回答があり、「フルタイ

ム」は 10.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※父親は「フルタイム」に５名の回答がありました。〔グラフ省略〕  
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〔４〕１週あたりの希望就労日数 

１週あたりの希望就労日数については、「３日」が 40.4％と最も多く、次いで「４日」が 35.8％、

「５日」が 21.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔5〕１日あたりの希望就労時間 

１日あたりの希望就労日数については、「５時間」が 35.8％と最も多く、次いで「４時間」が 31.2％、

「６時間」が 22.9％となっています。 
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3-1 育児休業を取得したか                              

問10 お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。母親、父親それぞれ

について、お答えください。（○は１つ） 

子どもが生まれた時、育児休業を「取得した（取得中である）」と回答したのは、母親は 24.6％と

全体の約４分の１となり、その内「働いていなかった」人を除くと、就労している母親の半数以上が

育児休業を取得しています。 

一方、父親の育児休業の取得率はまだまだ低く 1.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2 育児休業取得後、職場へ復帰したか                        

【問10の①②のいずれかで「２」（取得した（取得中である））を選択した方にうかがいます】 

問10-1 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（○は１つ） 

育児休業を取得した母親のうち、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 65.6％と最も多く、「育

児休業中に離職した」と回答したのは全体の１割未満の 6.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※父親は「育児休業取得後、職場に復帰した」に５名の回答がありました。〔グラフ省略〕 

 

  

３．育児休業について 



 

- 13 - 
 

3-3 職場復帰の年齢 実際と希望                           

【問10-1の①②のいずれかで「１」（育児休業取得後、職場に復帰した）を選択した方にうかがいます】 

問10-2 育児休業からは、実際にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。また、お勤め先の育児

休業の制度の期間内で、何歳何か月のときまで希望していましたか。（数字は一枠に一字） 

育児休業を取得し、その後職場に復帰した母親のうち、実際に職場復帰した時の子どもの年齢は「０

歳」が 33.7％、「１歳」が 32.6％となっています。 

職場復帰する希望の年齢としては「１歳」が 50.0％と半数を占めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※父親は、実際に職場復帰した時の子どもの年齢は「０歳」に３名の回答があり、職場復帰の希望年齢としては

「０歳」に 2 名の回答がありました。〔グラフ省略〕 
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4-1 定期的な教育・保育事業の利用                          

問11 お子さんは現在、幼稚園や保育所などの定期的な教育・保育事業を利用されていますか。（○は１つ） 

幼稚園や保育園などの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況については、「利用している」が

57.0％、「利用していない」が 39.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2 教育・保育施設に通い始めた年齢                         

【問11で「１」（利用している）を選択した方にうかがいます】 

問11-1 お子さんは教育・保育施設に何歳から通っていますか。（○は１つ） 

子どもが通い始めた年齢については、「３歳」が 25.3％と最も多く、「６か月以上１歳未満」「１歳」

がそれぞれ 22.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況及び希望 
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25.0

0.0

50.6

4.5

1.0

7.7

1.3

0.0

1.3

8.7

0.0 20.0 40.0 60.0

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

事業所内保育施設

東京都認証保育所

その他認可外保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

問11-2 平日利用している事業 (MA) N=312

4-3 平日利用している事業                          

問11-2 お子さんは、平日どのような教育・保育施設を利用していますか。（あてはまるものすべてに○） 

利用している事業としては、「認可保育所」が 55.1％と最も多く、利用している人の半数以上の回

答がありました。育児休業中の人も含め約 5 割の人が就労している状況もあり、保育所を利用する人

もそれに対応した数字になっています。次いで「幼稚園」が 27.9％、「東京都認証保育所」が 8.7％

と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-4 定期的な利用事業 利用状況                           

問11-3 定期的に利用している教育・保育事業について、どのくらい利用していますか。また、希望としては

どのくらい利用したいですか。問11-２で○をつけた施設について、１週あたりの「利用日数」、１日あた

りの「利用時間（何時から何時まで）」をそれぞれお答えください。必ず、時間は24時間制でご記入くださ

い。（数字は一枠に一字） 

〔1〕定期的な利用事業 １週あたりの利用日数 

定期的に利用している教育・保育事業について、現在１週あたりの利用日数は「５日」が 77.2％

と多くを占め、約 1 割の人が「６日」と回答しています。希望としても「5 日」「6 日」の声が多く

みられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 
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〔2〕定期的な利用事業 １日あたりの利用時間 

１日あたりの利用時間について、「現在」は「８時間」が 20.8％と最も多く、「8 時間」以上利用

している人は全部で 54.5％と全体の半数を占め、認可保育所を利用している人の割合とほぼ一致し

ます。「希望」では「9 時間」が 11.9％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔3〕定期的な利用事業 何時から何時まで 

利用開始時間は「9 時台」が最も多く、「現在」が 47.4％、「希望」が 28.8％となっています。「現

在」は「9 時台」の 47.4％と「8 時台」の 35.６％で８割以上と大半を占めています。 

利用終了時間は「17 時台」が最も多く、「現在」が 26.0％、「希望」が 16.7％となっています。 
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28.5

61.5

1.6

0.3

0.6

0.0

1.3

6.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子どもの教育や発達のため

保護者が現在就労しているため

保護者が就労予定/求職中であるため

保護者が家族・親族などを介護しているため

保護者に病気や障がいがあるため

保護者が学生であるため

その他

無回答

問11-5 定期的に教育・保育事業を利用する理由 (SA) N=312

4-5 定期的な利用事業 所在地                            

問11-４ 定期的に利用している教育・保育事業の実施場所はどこですか。（○は１つ） 

定期的に利用している事業の所在地は「町内」が 84.0％と大半を占め、「町外」が 12.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-6 定期的に教育・保育事業を利用する理由                      

問11-5 平日に定期的に教育・保育事業を利用されている主な理由は何ですか。（○は１つ） 

平日に定期的に教育・保育事業を利用する主な理由としては、「保護者が現在就労しているため」が

61.5％と最も多くなっています。一方、「子どもの教育や発達のため」と答えた人が 28.5％で、幼稚

園を利用している人の割合とほぼ一致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 
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4-7 幼稚園の前に他の施設を利用していたか                      

【問11-2で「1」または「2」（幼稚園、幼稚園の預かり保育）を選択した方にうかがいます】 

問12 お子さんは幼稚園に通う前に、他の保育施設を利用していましたか。（○は１つ） 

〔1〕他の施設の利用の有無 

幼稚園を利用している人で、以前に他の保育施設を利用していたかについては、「利用していなかっ

た」が 80.9％、「利用していた」が 18.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12-１ お子さんは、どのような保育施設を利用していましたか。（あてはまるものすべてに○） 

〔2〕利用していた施設 

幼稚園に入園する前に他の施設を「利用していた」という回答者のうち、利用していた施設として

は「認可保育所」が 31.3％、「認定こども園」が 18.8％となっています。 
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20.6

9.6

0.0

9.6

7.8

0.5

1.8

47.2

7.3

28.4

0.0 20.0 40.0 60.0

利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、教育・保育の空きがない

利用したいが、経済的な理由で事業を利用でき

ない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が

合わない

利用したいが、事業の質や場所など、納得でき

る事業がない

子どもがまだ小さいため（○○歳くらいになっ

たら利用しようと考えている）

その他

無回答

問13 定期的に教育・保育事業を利用していない理由 (MA) N=218

4-8 定期的に教育・保育事業を利用しない理由                     

【問11で「2」（利用していない）を選択した方にうかがいます】 

問13 平日に定期的に教育・保育事業を利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○。また数

字は一枠に一字） 

〔1〕利用していない理由 

平日に定期的に教育・保育事業を利用していない主な理由としては、「子どもがまだ小さいため（○

○歳くらいになったら利用しようと考えている）」が 47.2％と最も多く、「利用する必要がない」が

20.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔2〕子どもが○○歳になったら利用しようと思うか 

「子どもがまだ小さいため」と回答した人のうち、子どもが○○歳になったら利用しようと思うか

については、「3 歳」が 53.4％と半数以上を占め、次いで「1 歳」が 16.5％となっています。 

 

 

 

  

単位：％ 
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4-9 定期的に利用したいと考える教育・保育事業                    

問13-1 お子さんの平日の教育・保育事業として、定期的に利用したいと考える事業をお答えください。（あ

てはまるものすべてに○） 

〔1〕定期的に利用したいと考える事業 

平日の教育・保育事業として、定期的に利用したいと考える事業としては、「認可保育所」が 26.7％

と最も多く、次いで「幼稚園」が 25.4％、「幼稚園の預かり保育」が 13.0％、「認定こども園」が

8.4％となっています。 

教育・保育事業（N=547） 人数 ％ 

幼稚園 

（通常の就園時間の利用） 

月額 19,000 円から 23,000 円程

度。補助金があります。 

139 25.4

幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業）

300 円/1 時間、または 1 回 500 円

から 800 円。 

71 13.0

認可保育所 

（国が定める基準に適合した施設） 

月額 0 円から 49,000 円。前年度の

所得税額等により決まります。 

146 26.7

認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施

設） 

幼稚園部分 19,000 円から 23,500

円。保育施設部分 40,000 円から

42,000 円程度。補助金があります。 

46 8.4

小規模な保育施設 

（基準に適合した施設で、概ね 6～19 人）

現在、瑞穂町にはありません。 7 1.3

家庭的保育 

（保育者の家庭等で子どもを保育する事

業） 

現在、瑞穂町にはありません。 6 1.1

事業所内保育施設 

（主に従業員用の施設） 

事業所によりさまざまです。 5 0.9

東京都認証保育所 

（東京都が認証した施設） 

園によりさまざまです。（参考）月額

36,000 円から 41,000 円程度。補

助金があります。 

29 5.3

その他認可外保育施設 現在、瑞穂町にはありません。 1 0.2

居宅訪問型保育 

（保育者が子どもの家庭で保育する事業）

現在、瑞穂町にはありません。 4 0.7

ファミリー・サポート・センター 

（地域住民が子どもを預かる事業） 

（サポート会員への報酬） 

700 円から 900 円/1 時間 

18 3.3

その他 10 1.8

特にない 14 2.6

無回答 272 49.7

※これらの事業には、利用料がかかる場合があります。利用料は、年齢や利用する施設、事業により異なります。

また、入園料、延長保育料等、経費がかかる場合があります。記載されている利用料は現在のものであり、今

後変わることもあります。 
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【問13-1で「1」から「12」を選択した方にうかがいます】 

問13-2 教育・保育事業を利用したい場所はどこですか。（○は１つ） 

〔2〕教育・保育事業を利用したい場所 

利用したい場所は、「町内」が 82.8％、「町外」が 9.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【問13-2で「1」（町内）を選択した方にうかがいます】 

問13-3 利用する教育・保育事業を選ぶ際に、重視するのはどのようなことですか。（○は１つ） 

〔3〕教育・保育事業を選ぶ際に重視すること 

利用する教育・保育事業を選ぶ際に重視することは、「自宅の近く（徒歩または自転車で送迎可能な

場所）」が 51.9％と半数以上を占め、次いで「園長・職員スタッフ等の対応や園の印象がよい」が

23.1％、「兄弟姉妹が通っている」が 9.7％となっています。 
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5-1 保育所探しを行ったか                              

問14 あなたは、お子さんを預けるため、この１年間で保育所探しを行いましたか。（○は１つ） 

子どもを預けるために、この１年間で保育所を「探した・探している」と回答した人は 21.4％、

一方、「既に幼稚園または保育所を定期的に利用しているため探していない」は 34.4％、「保育所探

しはしていない」が 31.4％となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2 保育所探しの結果                                

【問14で「１」（探した・探している）を選択した方にうかがいます】 

問14-1 保育所探しの結果、どのようになりましたか。（○は１つ） 

〔1〕保育所探しの結果 

保育所探しの結果、「認可保育所に入園した」が 25.6％と最も多く、いずれかの保育施設等に入園

したと答えたのは全部で 49.5％となりました。 

一方で「結果待ち」が 19.7％、「どこにも入れず、現在も探している」が 9.4％、「保育の利用はあ

きらめた」が 6.0％という声も少なからずみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「事業所内保育施設に入園した」には回答がありませんでした。 

 

  

５．保育所探しの活動 
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13.2

2.6

5.3

7.9

28.9

2.6

10.5

7.9

7.9

26.3

10.5

34.2

0.0

31.6

2.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

自宅から遠い

駅から遠い

職場から遠い

選考基準に疑問がある

保育料が高い

兄弟姉妹で別の園

保育士の質に不満

園の施設・設備に不満（園庭が狭いなど）

保育サービスに不満

希望した時期に入所できなかった

預けられる時間が短い

希望した園に入れなかった

年齢制限があり、今後転園に不安

その他

無回答

問15 結果が希望通りでない理由 (MA) N=38

問14-2 保育所探しの結果に満足されていますか。（○は１つ） 

〔2〕保育所探しの結果に満足か 

保育所探しの結果に対して、「満足（希望通り）」が 30.8％、「まあまあ満足（希望に近い）」が 23.9％、

「やや不満（希望通りにいかず）」が 17.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-3 結果が希望通りでない理由                            

【問14-2で「３」または「４」（やや不満、不満）を選択した方にうかがいます】 

問15 保育所探しの結果に、希望通りにならなかったと感じている理由は何ですか。（あてはまるものすべてに

○） 

「やや不満」「不満」と答えた人が、希望通りにならなかったと感じる理由については、「希望した

園に入れなかった」が 34.2％。「保育料が高い」が 28.9％、「希望した時期に入所できなかった」が

26.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％
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5-4 保育所を探さない理由                              

【問14で「２」（保育所探しはしていない）を選択した方にうかがいます】 

問16 保育所を探していない・探さなかった理由は何ですか。（○は１つ） 

 保育所を探していない・探さなかった理由については、「幼稚園に入園するつもり」が 33.1％と最も多く、次

いで「子どもがまだ小さい」が 21.5％、「必要がない」が 15.7％となっています。 
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6-1 地域子育て支援の場の利用状況                      

 

 

 

 

 

問17 お子さんは、現在、地域子育て支援の場を利用していますか。おおよその利用回数（頻度）もご記入くだ

さい。（○は１つ。また数字は一枠に一字） 

〔1〕地域子育て支援の場の利用状況 

地域子育て支援の場の利用については、「利用していない」が 62.3％と最も多く、「地域子育て支

援の場を利用している」の 15.5％を大きく上回りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔2〕地域子育て支援の場 1 週あたり／１か月あたりの利用回数 

利用者の中で、１週あたりの利用回数は「１回」が 15.3％、「2 回」が 8.2％、１か月あたりの利

用回数では「１回」が 37.6％、「3 回」が 17.6％、「２回」が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６．地域の子育て支援の場の利用状況 

地域子育て支援の場とは… 

「子ども家庭支援センターひばり」「子育てひろば」「移動児童館」等、親子が集まって過ごしたり、子

育てに関する相談や情報提供を受けたり、子育て講座などを行う場。（町内の各保育所・幼稚園、あすな

ろ児童館で行われています。） 
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6-2 地域子育て支援の場の満足度                           

【問17で「１」（地域子育て支援の場を利用している）を選択した方にうかがいます】 

問17-1 地域子育て支援の場を利用された満足度はいかがですか。（○は１つ） 

地域子育て支援の場については、利用者は「まあまあ満足」が 51.8％、「満足」が 37.6％と９割

近くがおおむね満足していると回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-3 地域子育て支援の場 今後の利用                         

問18 地域子育て支援の場について、今は利用していないが、できれば今後利用したい、あるいは、利用日数を

増やしたいと思いますか。おおよその利用回数（頻度）もご記入ください。なお、これらの事業には、利用

料がかかる場合があります。（○は１つ。また数字は一枠に一字） 

〔1〕地域子育て支援の場 今後の利用 

今後の利用希望については、「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」が 44.2％、

「利用していないが、今後利用したい」が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔2〕地域子育て支援の場 今後 1 週あたりの利用希望回数 

今後１週あたりの利用希望回数としては、「１回」が最も多く、「今後利用したい」で 30.1％、「利

用を増やしたい」で 23.7％となっています。 
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〔3〕地域子育て支援の場 今後 1 か月あたりの利用希望回数 

今後１か月あたりの利用希望回数としては、「今後利用したい」は「１回」が 29.0％と最も多く、

次いで「2 回」が 23.7％となっています。「利用を増やしたい」は「２回」が 26.3％と最も多く、

次いで「４回」が 10.5％となっています。 
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18.5

31.3

29.3

11.5

9.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

困ったときに子どもを預けることができる仲間

がいる

互いの家を行き来したり、一緒に出かけたりす

る仲間がいる

会えば話をする程度の仲間がいる

仲間はいない

無回答

問19 子育ての仲間がいるか (SA) N=547

 

 

 

7-1 子育ての仲間がいるか                              

問19 あなたは、子育ての仲間がいますか。（○は１つ） 

子育ての仲間については、「互いの家を行き来したり、一緒に出かけたりする仲間がいる」が 31.3％、

「会えば話をする程度の仲間がいる」が 29.3％、「困ったときに子どもを預けることができる仲間が

いる」が 18.5％となっています。一方「仲間はいない」と回答した人も１割以上みられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-2 子育てグループへの参加                             

問20 あなたは、子育てグループなどの自主的なグループ活動などに参加していますか。（○は１つ） 

〔1〕子育てグループへの参加の有無 

子育ての自主的なグループ活動については、「現在は参加しておらず、今後も参加するつもりはない」

が 41.1％と最も多く、次いで「現在は参加していないが、今後機会があれば参加したい」が 34.0％、

「現在参加しており、今後も参加するつもりである」が 13.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７．地域とのかかわり 

単位：％ 
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29.0

13.7

44.4

19.7

20.4

30.9

6.2

3.4

0.0 20.0 40.0 60.0

活動の情報や参加方法を知らないから

身近な場所で参加できる活動がないから

活動に参加する余裕や時間がないから

気軽に参加したり、やめたりできないから

人間関係がわずらわしいから

特に必要を感じないから

その他

無回答

問20-1 子育てグループに参加しない理由 (MA) N=417

【問20で「２」から「４」を選択した方にうかがいます】 

問20-1 参加していない理由、今後参加しない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

〔2〕子育てグループに参加しない理由 

子育てグループに参加していない理由、今後参加しない理由としては、「活動に参加する余裕や時間

がないから」が 44.4％、「特に必要を感じないから」が 30.9％、「活動の情報や参加方法を知らない

から」が 29.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-3 子育て相談や情報提供に望ましい場所                        

問21 子育て中の親が気軽に集い、子育てアドバイザーによる相談や情報提供などが受けられる場が提供される

としたら、どのような場所が望ましいですか。（あてはまるものすべてに○） 

子育て中の親が気軽に集い、子育てアドバイザーによる相談や情報提供などを受けられる場として

は、「地域の保育所や幼稚園」が 51.0％と最も多く、次いで「図書館などの公共施設」が 49.2％、「学

校の余裕教室」が 16.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 
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52.1

62.3

13.0

4.2

13.9

27.8

3.7

7.9

11.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子どもや親子連れに対して、気軽にあいさつし

たり、声をかけてほしい

子どもが危険なことや、悪いことをしたときに

は注意をしてほしい

話し相手や相談相手になってほしい

家事や子どもの世話を手伝ってほしい

子どもと一緒に遊んだり、絵本を読んだりして

ほしい

親子が参加する地域のイベント等に参加した

り、企画・運営したりしてほしい

その他

特にない

無回答

問22 地域の人に望むこと (MA) N=547

7-4 地域の人に望むこと                               

問22 子育てに関して、地域の人にどのようなことを望みますか。（あてはまるものすべてに○） 

地域の人に望むことは、「子どもが危険なことや、悪いことをしたときには注意をしてほしい」が

62.3％、「子どもや親子連れに対して、気軽にあいさつしたり、声をかけてほしい」が 52.1％と半数

以上の回答がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 
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8-1 土・日曜日、祝日に定期的な教育・保育事業を利用したいか             

問23 お子さんについて、土・日曜日、祝日に、定期的な教育・保育事業の利用希望はありますか（一時的な利

用は除きます）。希望がある場合は、利用したい時間帯を24時間制でご記入ください。なお、これらの事業

には、利用料がかかる場合があります。 

〔1〕土・日曜日、祝日に定期的な利用を希望するか 

土・日曜日、祝日の定期的な教育・保育事業の利用の希望については、「月に１～２回は利用したい」

と「ほぼ毎週利用したい」を合わせると、土曜日は 33.6％、日曜日、祝日は 14.5％になっています。 

一方、「利用する必要はない」は土曜日が 52.5％、日曜日、祝日が 53.4％と半数以上の人が答え

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔2〕利用したい時間帯 何時から何時まで 

利用したい時間帯は、土曜日は「９時台」からが 26.1％、「8 時台」からが 18.5％と続き、日曜

日、祝日は「7 時前」からが 19.0％と最も多くなっています。 

帰る時間は、土曜日は「17 時台」まで 15.8％、「18 時台」までが 12.5％と続き、日曜日、祝日

は「11 時前」までが 27.8％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

８．土・日曜日、祝日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望 
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8-2 長期の休暇期間中の教育事業を利用したいか                     

【幼稚園を利用されている方にうかがいます】 

問24 お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育事業の利用を希望しますか。希望がある

場合は、利用したい時間帯を24時間制でご記入ください。なお、事業には、利用料が発生します。（○は１

つ。また数字は一枠に一字）。 

〔1〕長期休暇中の利用希望 

幼稚園の利用者で、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の教育事業の利用を希望するかについ

ては、「休みの期間中週に数日利用したい」が 21.8％、「利用する必要はない」が 11.5％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔2〕利用したい時間帯 何時から何時まで 

長期の休暇期間中に利用したい時間帯は、「９時台」からが 59.1％と最も多くなり、「８時台」か

らが 18.2％、「10 時台」からが 13.6％と続きます。 

帰る時間は、「15 時台」までが 27.3％と最も多く、「14 時台」までが 18.2％、「16 時台」まで

が 13.6％と続きます。 

 

 

 

 

 

  

 

 



 

- 33 - 
 

11時前 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台 19時台
20時

以降
無回答

% 0.0 4.5 9.1 0.0 18.2 27.3 13.6 9.1 4.5 4.5 4.5 4.5

0.0
5.0

10.0
15.0
20.0
25.0
30.0

問24 長期の休暇期間中 利用したい時間帯 何時まで (数量) N=22
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9-1 子どもが病気やケガで休んだこと                         

【平日の定期的な教育・保育事業を利用している方にうかがいます】 

問25 この１年間に、お子さんが病気やケガで通常の教育・保育事業が利用できなかったことはありますか。（○

は１つ） 

この 1 年間に、子どもが病気やケガで休んだことは「あった」が 18.3％、「なかった」が 10.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

9-2 病気やケガの際の対処方法                            

【問25で「１」（あった）を選択した方にうかがいます】 

問25-1 この１年間に行った対処方法はどれですか。それぞれの日数もご記入ください。（あてはまるものす

べてに○。また数字は一枠に一字） 

〔1〕病気やケガの際の対処方法 

子どもが病気やケガで休んだ際の対応は、「母親が休んだ」の 57.9％で最も多く、次いで「（同居

者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」が 33.3％、「父親または母親のうち就労していない

方が子どもをみた」が 21.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

９．病気の際の対応 

単位：％
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〔2〕対処した方法と日数 

対処した方法と日数については、どの項目も「5 日未満」が最も多く（「親族・知人に子どもをみて

もらった」は「5 日以上」と同数）なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9-3 病児・病後児保育を利用したいと思うか                      

【問25-1で「1」または「2」（父親、母親が休んだ）を選択した方にうかがいます】 

問25-2 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。日数につい

てもご記入ください。なお、病児・病後児のための事業等には、利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の

受診が必要となります。（○は１つ。また数字は一枠に一字） 

〔1〕病児・病後児保育の利用希望 

父親または母親が休んだと回答した人の内、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用した

い」は 42.4％、「利用したいと思わない」は 51.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔2〕病児・病後児保育 利用したい日数 

利用したい日数については、「5 日未満」が 42.9％、「10 日以上」が 35.7％となっています。 
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10-1 不定期に利用している事業                           

問26 お子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で

不定期に利用している事業はありますか。１年間のおおよその利用日数もご記入ください。（あてはまるも

のすべてに○。また数字は一枠に一字） 

〔1〕不定期に利用している事業 

私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業については、無回答を除くと

「利用していない」が 22.1％となっています。利用している事業の中では、「幼稚園の預かり保育」

が 3.1％、「一時預かり」が 2.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔2〕不定期に利用している事業 利用日数 

「一時預かり」は「10 日以上」が 41.7％、「5 日未満」が 33.3％となっています。「幼稚園の預

かり保育」は「15 日以上」が 23.5％、「5 日未満」「30 日以上」がそれぞれ 17.6％となっていま

す。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「一時預かり」…保護者の育児疲れの解消、短時間労働、急病、冠婚葬祭等の理由で、一時的に保育が必要

となる未就学児を、昼間、保育所等で預かる事業です（１日８時間以内）。 

※「ショートステイ」…保護者の仕事、疾病、育児疲れ等の理由で、家庭において一時的に養育が困難になっ

た未就学児を預かる事業です（宿泊も可能）。 

１０．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用 

単位：％ 
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10-2 私用、親の通院、不定期の就労等での利用                     

問27 お子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を利用する必要があ

ると思いますか。「利用したい」を選択した場合は、必要な日数をご記入ください。なお事業には、利用料

がかかる場合があります。（あてはまる記号すべてに○。また数字は一枠に一字） 

〔1〕不定期に事業を利用する必要があるか 

私用、親の通院、不定期の就労等の目的で事業を利用する必要があるかについては、無回答を除く

と「利用したい」が 9.7％、「利用する必要はない」が 14.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔2〕年間何日利用する必要があるか 

私用、親の通院、不定期の就労等の目的で年間何日くらい事業を利用する必要があるかについては、

無回答を除くと「10 日以上」が 18.9％と最も多く、次いで「5 日未満」「5 日以上」がそれぞれ 13.2％

となっています。 
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〔3〕不定期に利用する事業 利用目的別必要日数 

「私用、リフレッシュ目的」は「5 日未満」が 25.6％、「5 日以上」「10 日以上」がそれぞれ 23.3％

となっています。「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」は「5 日以上」が 44.4％、「5 日未

満」25.9％、「10 日以上」が 22.2％となっています。「不定期の就労」は「5 日以上」が 28.6％、

「30 日以上」が 21.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問28 一時預かり事業を利用された満足度はいかがですか。（○は１つ） 

〔4〕一時預かり事業を利用した満足度 

 一時預かり事業の満足度については、「満足」が 75.0％、「まあまあ満足」が 16.7％となっていま

す。 
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10-2 泊りがけで子どもを預ける際の対処方法                      

問29 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お子さんを泊りがけで家族

以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含みます）。あ

った場合は、この１年間の対処方法を選択し、それぞれの日数もご記入ください。（あてはまる記号すべて

に○。また数字は一枠に一字） 

〔1〕泊りがけで子どもを預けた経験 

この１年間に泊りがけで子どもを家族以外にみてもらった経験は、無回答を除くと「あった」が

3.1％、「なかった」が 22.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

〔2〕泊りがけで子どもを預けた日数と対処方法 

泊りがけで子どもを預けた日数は、「5 日未満」が 41.2％と最も多く、「5 日以上」「10 日以上」

がそれぞれ 17.6％となっています。 

預ける際の対処方法としては、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が 70.6％、「ショー

トステイ以外の保育事業（認可外保育施設等）を利用した」「仕方なく子どもを同行させた」がそれぞ

れ 11.8％となっています。 
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〔3〕泊りがけで預ける場合 利用目的別必要日数 

泊りがけで預ける場合の利用の日数については、「親族・知人にみてもらった」の「5 日以上」が

41.7％、「5 日未満」が 33.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「ショートステイ以外の保育事業を利用した」は「0～9 日」に 1 名の回答がありました。〔グラフ省略〕 

 

〔4〕親族・知人には頼みやすかったか 

親族・知人には「頼みやすかった」が 58.3％、「大変頼みにくかった」が 25.0％、「どちらかとい

うと頼みにくかった」が 16.7％となっています。 

 

 

 

  

【問29で「１」（あった）の「ア」（親族・知人にみてもらった）を選択した方にうかがいます】 

問29-1 親族・知人には頼みやすかったですか。（○は１つ） 
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11-1 小学校入学にあたり心配なこと                         

【お子さんが、平成20年4月1日以前に生まれている方にうかがいます】 

問30 小学校入学にあたり、心配なことは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 小学校入学にあたり心配なことは、無回答を除くと「友達との付き合いに関すること」が 15.4％

と最も多く、次いで「新しい環境への順応に関すること」が 12.8％、「勉強・学習に関すること」が

11.5％、「子どもの安全に関すること」が 10.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1１．小学校就学後の放課後の過ごし方 

単位：％ 
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11-2 放課後にどこで過ごさせたいか                         

問31 お子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどの

ような場所で過ごさせたいと思いますか。それぞれ希望する週及び月あたりの日数をご記入ください。また、

「学童保育クラブ」の場合には、利用を希望する時間もご記入ください。必ず、時間は24時間制でご記入く

ださい。なお、これらの事業には、利用料がかかる場合があります。（あてはまるものすべてに○。また数

字は一枠に一字） 

〔1〕低学年 放課後に過ごさせたい場所 

小学校低学年での、放課後の時間の過ごし方については、無回答を除くと「自宅」が 11.5％で最

も多く、次いで「学童保育クラブ」9.0％、「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」

が 7.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔2〕低学年 週及び月あたりの利用日数 

「自宅」は「３日」「５日」にそれぞれ３名、「１日」「２日」にそれぞれ１名の回答がありました。

「祖父母宅や友人・知人宅」は「３日」に２名、「２日」に１名の回答がありました。「習い事（ピア

ノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」は「１日」が３名、「２日」が２名、「４日」が１名の回答が

ありました。「児童館」は「１日」「３日」にそれぞれ２名の回答がありました。「放課後子ども教室」

は、月あたりの利用日数で「5 日未満」に４名の回答がありました。「学童保育クラブ」は「５日」に

５名、「６日」に２名の回答があり、利用時間については下校から「17 時台」「18 時台」にそれぞれ

２名、「19 時台」に１名の回答がありました。〔グラフ省略〕 

  

単位：％ 
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問32 だいぶ先のことになりますが、お子さんについて、小学校高学年（４～６年生）のうちは、放課後（平日

の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。それぞれ希望する週及び月あたり

の日数をご記入ください。また、「学童保育クラブ」の場合には、利用を希望する時間もご記入ください。

必ず、時間は24時間制でご記入ください。なお、事業には、利用料がかかる場合があります。（あてはまる

ものすべてに○。また数字は一枠に一字） 

〔3〕高学年 放課後に過ごさせたい場所 

小学校高学年での、放課後の時間の過ごし方については、無回答を除くと「自宅」が 16.7％で最

も多く、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」9.0％、「祖父母宅や友人・

知人宅」と「放課後子ども教室」はそれぞれ 5.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔4〕高学年 週及び月あたりの利用日数 

「自宅」は「５日」に 5 名、「１日」「２日」にそれぞれ２名、「４日」「６日」にそれぞれ１名の回

答がありました。「祖父母宅や友人・知人宅」は「３日」に２名、「１日」「２日」にそれぞれ１名の回

答がありました。「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」は「２日」に４名、「１日」

「３日」「４日」にそれぞれ１名の回答がありました。「児童館」は「２日」に１名の回答がありまし

た。「放課後子ども教室」は、月あたりの利用日数で「５日未満」に３名の回答がありました。「学童

保育クラブ」は「３日」「５日」にそれぞれ１名の回答があり、利用時間については下校時から「18

時台」までに２名の回答がありました。〔グラフ省略〕 

  

単位：％ 
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22.7

20.7

23.6

3.7

0.9

3.5

7.3

1.8

0.2

0.7

2.4

0.7

0.2

1.1

0.7

71.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

配偶者

子どもの祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

学校の先生

幼稚園の先生

保育士

医師などの医療関係者

民生委員・児童委員

子育て支援施設（児童館等）

保健所・保健センター

子ども家庭支援センターひばり

教育相談室

相談できる人はいない・場所はない

その他

無回答

問33 子育てを気軽に相談できる人（場所） (MA) N=547

 

 

 

12-1 子育てを気軽に相談できる人や場所                       

問33 あなたは、子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる人はいますか、または相談できる場所はあ

りますか。（あてはまるものすべてに○） 

子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる人や場所については、無回答を除くと「友人や

知人」が 23.6％と最も多く、次いで「配偶者」が 22.7％、「子どもの祖父母等の親族」が 20.7％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12．子育て全般について 

単位：％ 
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10.6

19.6

6.6

3.3

19.0

13.5

2.0

4.8

3.3

2.4

2.6

71.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

児童館など、親子が安心して集まれる身近な施

設やイベントの機会がほしい

子連れでも出かけやすく、楽しめる場所を増や

してほしい

保育所を増やしてほしい

幼稚園を増やしてほしい

保育所や幼稚園にかかる利用料を軽減してほし

い

安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整

備してほしい

町営や都営住宅への多子世帯の優先入居や広い

部屋の割り当てなど、住居面の配慮がほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に

対して職場環境の改善を働きかけてほしい

子育てについて学べる機会を作ってほしい

悩みを打ち明けられる場所を増やしてほしい

その他

無回答

問34 瑞穂町に対して望む子育て支援 (MA) N=547

12-2 瑞穂町に対して望む子育て支援                          

問34 瑞穂町に対して、どのような子育て支援の充実を望みますか。（あてはまるものすべてに○） 

瑞穂町に対してどのような子育て支援を望むかについては、無回答を除くと「子連れでも出かけや

すく、楽しめる場所を増やしてほしい」が 19.6％と最も多く、次いで「保育所や幼稚園にかかる利

用料を軽減してほしい」が 19.0％、「安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい」

が 13.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12-3 これからも瑞穂町で暮らしたいか                        

問 35 これからも瑞穂町で暮らしたいですか。（○は１つ） 

これからも瑞穂町で暮らしたいかについては、「暮らしたい」が 23.0％、「別の場所で暮らしたい」

が 5.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 小学生保護者調査結果 
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1-1 子どもの生年月および学年、子どもの数                       

問1 お子さんの生年月及び学年をご記入ください。またお子さんは全部で何人ですか。（数字は一枠に一字）

〔1〕子どもの生まれ年 

回答者の子どもが生まれた年は、「平成 16～17 年」が 33.4％、「平成 14～15 年」が 33.0％、

「平成 18 年以降」が 16.9％となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔2〕子どもの学年 

調査が実施された平成 25 年度現在での学年では、「3 年生」が 19.6％、「6 年生」が 17.3％、「4

年生」「5 年生」がそれぞれ 16.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔3〕子どもの数 

回答者の子どもの数については、「２人」が 49.5％と最も多く、次いで「１人」が 25.7％、「３人」

が 20.0％となっています。 

  

１．子どもと家族の状況 
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1-2 調査票の回答者                                

問2 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。 

調査票の回答者は「母親」が 88.5％と９割近くを占め、「父親」の 10.0％を大きく上回っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-3 回答者 配偶者の有無                              

問3 この調査票にご回答いただいている方の配偶者の有無についてお答えください。（○は１つ） 

回答者の配偶関係についてみると、「配偶者がいる」が 78.1％で、「配偶者はいない」が 20.3%と

なっています。回答者の 5 分の 1 が「ひとり親」の家庭であることが読み取れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-4 子育てを主に行っている人                            

問4 お子さんの家庭での子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係で

お答えください。（○は１つ） 

子育てを主に行っている人についてみると、「主に母親」が 47.4%、「父母ともに」が 46.8％と、

それぞれ回答者の半数近い数字となっています。 
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1-5 住んでいる学校区                                

問5 お住まいの学校区はどちらですか。（○は１つ） 

小学校の学区は、「第四小学校区」が 28.6％と最も多く、次いで「第一小学校区」が 21.1％、「第

三小学校区」が 20.3％、「第二小学校区」が 19.0％、「第五小学校区」が 9.4％となっています。 

問 5 住んでいる学校区 (SA) N=479 

学区  人数 ％ 

第一小学校区 

西砂町、表東町、表上町、上仲町、旭町（ただし、石畑 2255 番地から

東の地区を除く。）、東一丁目、西一丁目、二丁目、東三丁目、中三丁

目、四丁目、五丁目、六丁目、七丁目、八丁目、九丁目の区域 

101 21.1

第二小学校区 
長岡町、東長岡町、春日町、愛宕町、水保町、西三丁目（ただし、箱根

ケ崎東松原 13 番地 12 から南及び西南の地区を除く。）の区域 
91 19.0

第三小学校区 二本木町、駒形町、高根町、富士山町、栗原町、松山町の区域 97 20.3

第四小学校区 
西三丁目のうち箱根ケ崎東松原 13 番地 12 から南及び西南の地区、松

原町、南平町、旭が丘、さかえ町、富士見町の区域 
137 28.6

第五小学校区 
安住町、表町、仲町、中芝町、東砂町、丸町、神明町の区域、旭町のう

ち石畑 2255 番地から東の地区 
45 9.4

わからない 1 0.2

無回答 7 1.5

 

1-6 回答者 瑞穂町での在住年数                           

問6 この調査にご回答いただいている方は、瑞穂町に通算で何年お住まいですか。（○は１つ） 

町での在住年数は、「21 年以上」が 34.2％と３分の１を占め、次いで「11 年～15 年」が 27.3％、

「6 年～10 年」が 18.0％、「16 年～20 年」が 10.9％となっています。 
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2-1 子育てに大きく影響すると思われる場所                       

問7 お子さんの子育てに、大きく影響すると思われる場所はどこですか。（あてはまるものすべてに○） 

子育てに大きく影響すると思われる場所では、「家庭」が 91.2％と最も多く、9 割以上の回答があ

りました。次いで「小学校」が 78.5％、「地域」が 35.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2 日頃、子どもをみてもらえる親族・知人                       

問8 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（あてはまるものすべてに○） 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が 49.7％と最も多く、ほぼ半数

の回答がありました。次いで、「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が 34.7％、「緊急時もし

くは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」が 18.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

２．子どもの生活環境 

単位：％ 
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2-3 親族に子どもをみてもらっている状況                        

【問8で「1」または「2」を選択した方にうかがいます】 

問8-1 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。（あてはまるものすべて

に○） 

祖父母等の親族に子どもをみてもらっている状況について、最も多い回答は「親族が子育てに協力

してくれ、安心である」で 77.8％となっています。一方、「自分たち親の立場として、負担をかけて

いることが心苦しい」が 21.1％、「親族の身体的負担が大きく心配である」が 16.7％、「親族の時間

的制約や精神的な負担が大きく心配である」が 10.4％と、その負担を心配する回答も多く見られま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-4 友人・知人に子どもをみてもらっている状況                     

【問8で「3」または「4」を選択した方にうかがいます】 

問8-2 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。（あてはまるものすべてに○）

友人・知人に子どもをみてもらっている状況について、最も多い回答は「友人・知人が子育てに協

力してくれ、安心である」で 77.0％となっています。また、「自分たち親の立場として、負担をかけ

ていることが心苦しい」が 17.0％、「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」

が 10.0％という回答もみられました。 
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2-5 子育てを気軽に相談できる人や場所                         

問9 子育てに関して、気軽に相談できる人はいますか、または相談できる場所はありますか。（あてはまるも

のすべてに○） 

子育てを気軽に相談できる先としては、「友人や知人」が 71.8％と最も多く、次いで「配偶者」が

64.5％、「子どもの祖父母等の親族」が 59.3％となっています。 

他には「学校の先生」が 27.3％、「近所の人」が 12.5％、「医師などの医療関係者」が 5.6％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  単位：％ 
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3-1 保護者の就労状況                                

問10 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてお答えください。（○は１つ）

〔1〕保護者の現在の就労状況 

保護者の現在の就労状況は、母親は「パート・アルバイト等で就労中である」が 48.7％と最も多

く、次いで「フルタイムで就労中である」が 29.1％、「以前は就労していたが、現在は就労していな

い」が 13.9％と続きます。 

父親は「フルタイムで就労中である」が 90.8％と、回答者の大半を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「フルタイム」…週５日程度・１日８時間程度の就労。「パート・アルバイト等」…フルタイム以外の就労。 

 

  

３．保護者の就労状況 
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【① 母親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

【② 父親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

①-1 ②-1 １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間含む）」、「家を出る時間」及び

「帰宅時間」をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。

産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。必ず、時間は24時間制でご

記入ください。（数字は一枠に一字） 

〔2〕1 週あたりの就労日数 

１週あたりの就労日数は、父母ともに「５日」が最も多くなっており、母親は 55.4％、父親は 54.4％

となっています。また、父親は「6 日」の 41.5％、「7 日」の 1.7％を合わせると、４割以上の人が

週６日以上就労していると答えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔3〕1 日あたりの就労時間（残業時間含む） 

残業時間を含めた１日あたりの就労時間は、母親は「8 時間」が 21.4％と最も多く、次いで「5

時間」が 17.8％、「4 時間以下」が 17.3％、「6 時間」が 16.7％となっています。 

父親は「10 時間」が 26.4％と最も多く、次いで「8 時間」が 22.6％、「9 時間」が 17.8％、

「12 時間」が 9.5％となっています。 
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〔4〕家を出る時間 

母親の家を出る時間は「8 時台」が 51.5％と最も多く、次いで「9 時台」が 18.7％、「7 時台」

が 16.4％となっています。 

父親の家を出る時間は「7 時台」が 38.1％と最も多く、次いで「8 時台」が 21.5％、「6 時台」

が 20.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔5〕帰宅時間 

母親の帰宅時間は「17 時台」が 21.4％と最も多く、次いで「18 時台」が 18.4％、「16 時台」

が 14.2％、「15 時台」が 13.1％となっています。 

父親の帰宅時間は「19 時台」が 22.3％と最も多く、次いで「18 時台」が 16.9％、「20 時台」

が 16.0％、「21 時台」が 12.6％となっています。 
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【① 母親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

【② 父親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

①-2 ②-2 職場はどこにありますか。（○は１つ） 

〔6〕職場の所在地 

 勤務地については、父親は「町外」が 76.2％、母親は「町内」が 54.6％と多くなっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2 フルタイムへの転換希望                             

【問10の①母親の就労状況または②父親の就労状況で「３」または「４」（パート・アルバイト等（「フルタイ

ム」以外での就労）を選択した方にうかがいます】 

問11 フルタイム（週5日程度・1日8時間程度の就労）への転換希望はありますか。（○は１つ） 

母親のフルタイムへの転換希望については、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」

が 50.7％と回答者の約半数を占めています。その一方で約 2 割の人が「フルタイムへの転換希望は

あるが、実現できる見込みはない」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※父親は「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みがある」に１名の回答がありました。〔グラフ省

略〕 
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3-3 現在就労していない親 就労の希望                         

【問10の①母親の就労状況または②父親の就労状況で「５」または「６」（以前は就労していたが、現在は就労

していない、またはこれまで就労したことがない）を選択した方にうかがいます】 

問12 就労したいという希望はありますか。（あてはまる番号・記号に○は１つ。また数字は一枠に一字） 

〔1〕母親 就労の希望 

現在就労していないについては、「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が 25.8％

と回答者の約４分の１を占め、次いで「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が 23.6％、「一

番下の子どもが○○歳になったころに就労したい」が 13.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※父親は、「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」と「すぐにでも、もしくは１年以内に就労

したい」にそれぞれ 1 名の回答がありました。〔グラフ省略〕 

 

〔2〕就労の希望時期 一番下の子どもの年齢 

一番下の子どもがいくつになったら就労したいかについては、回答数 12 名のうち、「12 歳以上」

が 7 名、「10 歳」が 2 名、「5 歳」「8 歳」「11 歳」にそれぞれ 1 名の回答がありました。 

※父親には回答がありませんでした。 

  

〔3〕希望する就労形態 

勤務形態については、「パートタイム、アルバイト等」が 90.9％と多くの回答があり、「フルタイ

ム」は 3.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※父親は、「フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の勤務）」に 1 名の回答がありました。〔グラフ省略〕 
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〔４〕１週あたりの希望就労日数 

１週あたりの希望就労日数については、「３日」が 60.0％と最も多く、次いで「４日」が 33.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※父親には回答がありませんでした。 

 

〔5〕１日あたりの希望就労時間 

１日あたりの希望就労時間については、「5 時間」が 53.3％と最も多く、次いで「4 時間以下」が

30.0％、「6 時間」が 13.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※父親には回答がありませんでした。 
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4-1 放課後に子どもが過ごしている場所                         

問13 お子さんは、現在、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしていますか。それぞ

れ週及び月あたりの日数を数字でご記入ください。また、「学童保育クラブ」の場合には、利用している時

間もご記入ください。必ず、24時間制でご記入ください。なお、これらの事業には、利用料がかかる場合が

あります。（あてはまるものすべてに○。また数字は一枠に一字） 

〔1〕放課後に子どもが過ごしている場所 

子どもが放課後に過ごしている場所は、「自宅」が 77.9％と最も多く、次いで「習い事（ピアノ教

室、サッカークラブ、学習塾など）」が 56.4％、「祖父母宅や友人・知人宅」が 24.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学童保育クラブ・・・保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子どもの生活の場を

提供する事業です。 

  

４．放課後の過ごし方 

単位：％ 
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〔2〕週及び月あたりの利用日数 

「自宅」は「5 日」が 25.7％と最も多く、「2 日」が 18.2％、「3 日」が 15.8％となっています。

「祖父母宅や友人・知人宅」では、「1 日」が 30.3％と最も多く、「2 日」が 24.4％、「3 日」が 21.0％

となっています。「習い事」では、「2 日」が 33.3％、「１日」が 26.7％、「3 日」が 23.3％となっ

ています。「学童保育クラブ」では、「5 日」が 50.0％と最も多く、「4 日」が 29.3％となっていま

す。 

※「放課後子ども教室」は、月あたりの利用日数となっています。 

 

〔3〕学童保育クラブの利用時間 

子どもが「学童保育クラブ」を下校時から何時まで利用しているかについては、「17 時台」が 40.2％

と最も多く、「18 時台」が 26.8％、「16 時台」が 17.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

自宅 

N=373 

祖父母宅や 

友人・知人宅 

N=119 

習い事（ピア

ノ教室、サッ

カークラブ、

学習塾など）

N=270 

児童館 

N=21 

※放課後子ど

も教室 

N=79 

学童保育 

クラブ 

N=82 

ファミリー・ 

サポート・ 

センター 

N=0 

その他 

（幼稚園・ 

保育所等） 

N=14 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

１日 46 12.3 36 30.3 72 26.7 12 57.1 73 92.4 1 1.2 0 0.0 2 14.3

２日 68 18.2 29 24.4 90 33.3 4 19.0 0 0.0 2 2.4 0 0.0 5 35.7

３日 59 15.8 25 21.0 63 23.3 2 9.5 0 0.0 8 9.8 0 0.0 2 14.3

４日 48 12.9 5 4.2 26 9.6 0 0.0 0 0.0 24 29.3 0 0.0 1 7.1

５日 96 25.7 23 19.3 11 4.1 1 4.8 2 2.5 41 50.0 0 0.0 3 21.4

６日 9 2.4 0 0.0 7 2.6 1 4.8 0 0.0 4 4.9 0 0.0 0 0.0

７日 26 7.0 1 0.8 1 0.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

無回答 21 5.6 0 0.0 0 0.0 1 4.8 4 5.1 2 2.4 0 0.0 1 7.1
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4-2 学童保育クラブを利用している理由                         

【問13で「6」（学童保育クラブ）を選択した方にうかがいます】 

問14 学童保育クラブを利用されている主な理由はなんですか。（○は1つ） 

学童保育クラブを利用している理由は、「保護者が現在就労しているため」が 92.7％と回答者の大

半を占めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-3 学童保育クラブに望むこと                            

【問13で「6」（学童保育クラブ）を選択した方にうかがいます】 

問14-1 学童保育クラブに対して、どのようなことを望みますか。（あてはまるものすべてに○） 

学童保育クラブに望むことは、「利用時間を延長してほしい」35.4％と最も多く、次いで「指導内

容を工夫してほしい」が 30.5％、「施設・設備を改善してほしい」が 28.0％、「定員を増やしてほし

い」が 19.5％となっています。一方、「現在のままでよい」と回答した人は 28.0％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 
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4-4 学童保育クラブを利用していない理由                        

【問13で「6」（学童保育クラブ）を選択しなかった方にうかがいます】 

問15 学童保育クラブを利用していない理由は何ですか。（○は１つ） 

学童保育クラブを利用していない人を対象に、利用していない理由については、「保護者が現在就労

していないから」が 19.1％、「保護者が就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大

丈夫だと思うから」が 17.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-5 今後学童保育クラブを利用したいと思うか                      

【問13で「6」（学童保育クラブ）を選択しなかった方にうかがいます】 

問15-1 今後、学童保育クラブを利用したいと思いますか。利用したいを選択した場合は、１日あたりの利用

時間（何時から何時まで）をお答えください。必ず、時間は２４時間制でご記入ください。（数字は一枠に

一字） 

〔1〕今後学童保育を利用したいと思うか 

今後、学童保育クラブを利用したいと思うかについては、「今後も利用しない」が 64.0％となって

います。 
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〔2〕週に何日利用したいか 

「1 日」「2 日」「3 日」「5 日」にそれぞれ 2 名の回答がありました。〔グラフ省略〕 

 

〔3〕1 日あたりの利用時間 

1 日あたりの利用時間については、「4 時間以下」に 6 名の回答がありました。利用開始時間は「13

時以降」に 6 名の回答があり、利用終了時間は「17 時台」「18 時台」にそれぞれ 3 名、「19 時台」

に 1 名の回答がありました。〔グラフ省略〕 

 

〔4〕土曜日の利用時間 

土曜日 1 日あたりの利用時間については、「4 時間以下」「8 時間」にそれぞれ 6 名の回答がありま

した。利用開始時間は、「9 時台」と「13 時以降」にそれぞれ 1 名の回答があり、利用終了時間は、

「17 時台」「18 時台」にそれぞれ 1 名の回答がありました。〔グラフ省略〕 

 

〔5〕日曜日の利用時間 

日曜日 1 日あたりの利用時間については、「8 時間」に 1 名の回答がありました。利用開始時間は

「9 時台」、利用終了時間は「18 時台」にそれぞれ 1 名の回答がありました。〔グラフ省略〕 

 

【問15-1で「1」（利用したい）を選択した方にうかがいます】 

問15-2 学童保育クラブを利用したい理由は何ですか。（○は１つ） 

〔6〕学童保育クラブを利用したい理由 

学童保育クラブを利用したい理由については、「保護者が現在就労しているため」に 3 名の回答が

ありました。〔グラフ省略〕 

 

4-6 放課後子ども教室の利用希望                           

問16 地域によっては、学童保育クラブと連携して行うサービスとして「放課後子ども教室」がありますが、そ

の利用希望はありますか。（○は１つ）） 

放課後子ども教室の利用希望については、「希望する」が 52.6％、「希望しない」が 35.9％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※放課後子ども教室・・・地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校等で学習・スポーツ・文化芸術活

動等を体験する事業です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用できます。 
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4-7 小学校 4 年生以降の放課後の過ごし方                        

問１7 小学校４年生以降の放課後の過ごし方について、どのようなことを望みますか。（あてはまるものすべ

てに○。また数字は一枠に一字） 

 

〔1〕小学校 4 年生以降の放課後の過ごし方 

小学校 4 年生以降の放課後の過ごし方については、「クラブ活動など習い事をさせたい」が 45.3％、

「放課後子ども教室を利用したい」が 40.1％となっています。 

一方、「利用を希望するサービスは特にない」に回答した人が 24.0％となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔2〕学童保育クラブを何年生まで利用したいか 

学童保育クラブを何年生まで利用したいかについては、「6 年生」が 54.5％と半数以上を占め、次

いで「4 年生」が 25.0%となっています。 

 

 

  

単位：％
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5-1 子どもが病気やケガで休んだこと                         

問18 この１年間に、お子さんが病気やケガで学校を休んだことはありますか。（○は１つ） 

この 1 年間に、子どもが病気やケガで学校を休んだことは、「あった」が 59.9％、「なかった」が

35.9％となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2 病気やケガの際の対処方法                            

【問18で「１」（あった）を選択した方にうかがいます】 

問18-1 この１年間に行った対処方法はどれですか。それぞれの日数もご記入ください。（あてはまるものす

べてに○。また数字は一枠に一字） 

 

〔1〕病気やケガの際の対処方法 

この１年間に子どもが病気やケガで学校を休んだ際の対応は、「母親が休んだ」が 55.1％と最も多

く、次いで「父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた」が 21.6％、「（同居者を含む）

親族・知人に子どもをみてもらった」が 18.5％となっています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5．病気の際の対応 

単位：％
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〔2〕対処方法と日数 

対処方法の日数については、どの項目も「5 日未満」が最も多く、「５日以上」では「母親が休んだ」

「父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた」の割合が多くなっています。 

 

5-3 できれば休んで子どもをみてあげたかった日数                    

【問18-1で「4」から「7」を選択した方にうかがいます】 

問18-2 その際、仕事が休めたら、仕事を休んでお子さんをみたいと思われましたか。記入した日数のうち、

仕事を休んでお子さんをみたかったおおよその日数についてご記入ください。（数字は一枠に一字） 

できれば仕事を休んで子どもをみてあげたかった日数は、「5 日未満」が 63.7％、「5 日以上」が

8.8％となっています。 

 

 

 

 

  

 

父親が 

休んだ 

N=15 

母親が 

休んだ 

N=158 

父親または

母親のうち

就労してい

ない方が子

どもをみた

N=62 

（同居者を

含む）親族・

知人に子ど

もをみても

らった 

N=53 

ベビーシッ

ター等を利 

N=0  

仕方なく子

どもだけで

留守番をさ

せた 

N=33 

その他 

N=13 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

５日未満 12 80.0 113 71.5 34 54.8 37 69.8 0 0.0 26 78.8 9 69.2

５日以上 2 13.3 18 11.4 14 22.6 8 15.1 0 0.0 3 9.1 1 7.7

10 日以上 0 0.0 9 5.7 8 12.9 1 1.9 0 0.0 0 0.0 1 7.7

15 日以上 0 0.0 1 0.6 1 1.6 1 1.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0

20 日以上 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 1.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0

25 日以上 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

30 日以上 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 7.7

無回答 1 6.7 17 10.8 5 8.1 5 9.4 0 0.0 4 12.1 1 7.7
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5-4 仕事を休んでみることができなかった理由                      

【問18-1で「4」から「7」を選択した方にうかがいます】 

問18-3 休んでみることができなかった理由についてお答えください。（○は１つ） 

仕事を休んで子どもをみることができなかった理由としては、「仕事が忙しくて休めない」が 50.5％

と半数以上を占めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 
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6-1 泊りがけで子どもを家族以外にみてもらった経験                  

問19 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お子さんを泊りがけで家族

以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含みます）。あ

った場合は、この１年間の対処方法を選択し、それぞれの日数もご記入ください。（あてはまる記号すべて

に○。また数字は一枠に一字） 

〔1〕泊りがけで子どもを家族以外にみてもらった経験 

この１年間に泊りがけで子どもを家族以外にみてもらった経験は、「なかった」が 85.0％、「あっ

た」が 11.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔2〕泊りがけで子どもをみてもらった日数 

泊りがけで子どもをみてもらった日数は、「5 日未満」が 54.7％、「5 日以上」が 17.0％、「10 日

以上」が 13.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔3〕泊りがけで子どもを預ける場合の対処方法 

対処方法としては、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が 73.6％と大半を占めていま

す。 

 

 

 

 

  

６．宿泊を伴う一時預かり等の利用 
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〔4〕泊りがけで子どもを預ける場合 対処方法別の日数 

対処方法の日数については、どの項目も「5 日未満」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-2 親族・知人には頼みやすかったか                         

【問19で「１」（あった）の「ア」（親族・知人にみてもらった）を選択した方にうかがいます】 

問19-1 親族・知人には頼みやすかったですか。（○は１つ） 

親族・知人には「頼みやすかった」が 71.8％、「どちらかというと頼みにくかった」が 25.6％と

なっています。 
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7-1 子育てで一番気になっていること、悩んでいること                  

問20 子育ての中で一番気になっていること、悩んでいることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

子育てで一番気になっていることや悩んでいることは、「勉強・学習に関すること」が 64.3％と最

も多く、次いで「友達との付き合いに関すること」が 61.0％、「子どもの安全に関すること」が 41.5％、

「生活と発達に関すること」が 28.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７．子育て全般について 

単位：％ 
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7-2 瑞穂町における子育ての満足度                          

問21 瑞穂町における子育て環境や支援への満足度はいかがですか。（○は１つ） 

瑞穂町における子育て環境や支援への満足度は、「まあまあ満足」が 48.6％と最も多く、次いで「や

や不満」が 28.2％、「不満」が 12.3％、「満足」が 5.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-3 瑞穂町に対して望む子育て支援                          

問22 瑞穂町に対して、どのような子育て支援の充実を望みますか。（あてはまるものすべてに○） 

瑞穂町に対してどのような子育て支援を望むかについては、「教育にかかる利用料を軽減してほしい」

が 48.0％と最も多く、次いで「安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい」が

40.1％、「児童館など、親子が安心して集まれる身近な施設がほしい」が 33.0％、「子どもが楽しめ

るイベント等の機会を増やしてほしい」が 32.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％
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7-4 子育てに必要な情報の入手先                           

問23 子育てに必要な情報をどのように入手されていますか。（あてはまるものすべてに○） 

子育てに必要な情報の入手先では、「友人や知人」が 66.4％と最も多く、次いで「広報やパンフレ

ット」が 50.1％、「小学校」が 44.5％、「インターネット（ホームページ、ブログ、ツイッター・フ

ェイスブック等）」が 39.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-5 これからも瑞穂町で暮らしたいか                         

問 24 これからも瑞穂町で暮らしたいですか。（○は１つ） 

これからも瑞穂町で暮らしたいかについては、「暮らしたい」が 72.9％と 7 割以上を占め、「別の

場所で暮らしたい」の 18.8％よりも大幅に上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 



 

３ 
 

 

 

 

 

 

 

資 料 
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